
制
度
を
平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
開
始

し
た
。
実
績
と
し
て
は
、
平
成
二
十
一

年
度
が
百
十
八
件
、
平
成
二
十
二
年
度

が
百
六
十
件
、
本
年
度
十
一
月
末
が

百
五
十
件
で
あ
る
。
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
製
造
コ
ス
ト
が
低
下
し
て
お
り
、

本
市
に
お
け
る
補
助
金
申
請
者
の
場
合
、

一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
の
平
均
的
な
導

入
費
用
は
、
平
成
二
十
一
年
度
が
六
十

万
四
千
円
、
平
成
二
十
三
年
度
が
五
十

七
万
九
千
円
、
本
年
度
十
一
月
末
が
五

十
四
万
九
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
費
用

が
低
下
傾
向
の
た
め
、
補
助
金
単
価
の

増
額
の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。
本

年
度
の
申
込
み
状
況
を
見
る
と
、
予
定

を
上
回
る
申
請
が
見
込
ま
れ
予
算
に
不

足
を
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
今
議
会
に
補

正
予
算
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

災
害
時
に
お
け
る

緊
急
の
連
絡
方
法
は

藤
田
議
員　

東
日
本
大
震
災
の
と
き
、

た
ん
す
が
倒
れ
頭
に
当
た
り
か
な
り
の

出
血
を
し
た
た
め
、
一
一
九
番
通
報
し

た
が
、
電
話
が
使
用
で
き
な
か
っ
た
と

の
話
を
聞
い
た
。
予
想
外
の
自
然
災
害

が
、
い
つ
起
こ
り
得
る
の
か
わ
か
ら
な

い
。
命
に
か
か
わ
る
緊
急
事
態
に
通
信

機
関
が
閉
ざ
さ
れ
た
場
合
の
連
絡
方
法

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長　

東
日
本
大
震
災
当
日
、

芳
賀
地
区
広
域
消
防
本
部
の
緊
急
通
報

受
付
件
数
は
、
携
帯
電
話
か
ら
が
九
十

二
件
、
固
定
電
話
か
ら
が
二
十
五
件
、

緊
急
シ
ス
テ
ム
な
ど
か
ら
が
十
五
件
の

合
計
で
百
三
十
二
件
で
あ
っ
た
。
こ
の

う
ち
、
真
岡
市
内
か
ら
は
百
件
で
、
い

ず
れ
も
停
電
時
の
通
報
で
あ
り
、
固
定

電
話
、
携
帯
電
話
と
も
緊
急
通
報
が
可

能
で
あ
っ
た
。
一
一
九
番
通
報
の
集
中

で
つ
な
が
り
に
く
い
状
態
の
場
合
に
は
、

話
し
中
や
呼
出
し
音
が
鳴
ら
な
い
場
合

が
あ
る
の
で
、
呼
出
し
音
が
鳴
る
ま
で

繰
返
し
か
け
直
し
て
ほ
し
い
。
呼
出
し

中
の
場
合
は
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従

い
通
報
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

　

震
災
当
日
は
、
緊
急
通
報
の
連
絡
強

化
を
図
る
た
め
、
芳
賀
地
区
広
域
消
防

本
部
と
真
岡
市
消
防
団
の
広
報
巡
回
が

行
わ
れ
、
巡
回
中
の
消
防
自
動
車
に
通

報
す
れ
ば
、
芳
賀
地
区
広
域
消
防
本
部

に
連
絡
が
取
れ
る
体
制
で
あ
っ
た
。
今

後
に
つ
い
て
も
、
緊
急
通
報
の
連
絡
と

し
て
、
こ
の
体
制
を
維
持
し
た
い
。

災
害
見
舞
金
の

す
み
や
か
な
支
給
を

飯
塚
議
員　

震
災
か
ら
八
ケ
月
が
経
過

し
た
が
、
現
在
の
災
害
見
舞
金
の
交
付

状
況
と
未
支
給
と
な
っ
て
い
る
世
帯
の

主
な
理
由
を
伺
う
。
ま
た
、
見
舞
金
は
、

補
助
金
や
交
付
金
と
は
性
格
が
異
な
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
修
理
代
の
領
収
書

を
添
付
す
る
と
い
う
要
件
を
な
く
し
、

一
気
に
交
付
し
て
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

災
害
見
舞
金
の
交
付

状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
十

一
月
三
十
日
現
在
、
二
千
八
百
二
十
七

件
の
申
請
が
あ
り
、
一
部
損
壊
件
数
の

一
万
四
千
百
七
十
九
件
の
約
二
〇
パ
ー

セ
ン
ト
が
申
請
済
で
あ
る
。
申
請
し
て

い
な
い
世
帯
の
主
な
理
由
は
、
今
回
の

震
災
で
は
、
住
宅
に
被
害
を
受
け
た
件

数
が
非
常
に
多
く
、
修
理
業
者
の
対
応

が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
交
付

申
請
が
遅
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
す
み
や
か
な
見
舞
金
の
支
給

に
つ
い
て
は
、「
真
岡
市
災
害
見
舞
金
交

付
規
則｣

の「
部
分
壊｣

の
規
定
に「
居

住
に
支
障
の
あ
る
も
の
」と
し
て
お
り
、

通
常
の
火
災
見
舞
に
お
い
て
も
、
一
定

の
損
害
以
上
の
み
交
付
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
回
の
震
災
の
見
舞
金
も
、
被

害
程
度
が
五
万
円
以
上
の
修
理
し
た
世

帯
に
交
付
す
る
現
在
の
方
法
で
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、

支
給
方
法
は
口
座
振
替
で
実
施
し
て
い

る
の
で
、
領
収
書
と
口
座
等
を
確
認
す

る
た
め
、
申
請
は
必
要
で
あ
る
。

任
意
予
防
接
種
の無

料
化
を

飯
塚
議
員　

任
意
接
種
の
子
宮
頸
が

ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
の
三
ワ

ク
チ
ン
は
、
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
国

の
補
助
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
来
年

度
以
降
は
補
助
対
象
と
な
る
の
か
分
か

ら
な
い
。
本
市
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。
ま
た
、
任
意
接
種

費
用
全
般
を
無
料
化
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

本
市
で
は
、
現
在
、
任
意
の
予

防
接
種
の
う
ち
、
子
宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
の
三
ワ
ク
チ
ン
を
全

額
公
費
で
補
助
し
て
い
る
。
こ
の
三
ワ

ク
チ
ン
は
、
国
の
補
助
対
象
事
業
で
あ

り
、
事
業
費
の
二
分
の
一
が
補
助
さ
れ

て
い
る
。
来
年
度
以
降
は
、
国
に
お
い

て
補
助
事
業
の
有
無
を
検
討
中
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
こ
の
事
業
は
、
私
の
政

策
で
あ
る「
安
心
で
き
る
子
育
て｣

と

し
て
，
国
の
補
助
決
定
に
先
立
ち
単
独

で
実
施
し
た
事
業
で
あ
り
、
仮
に
国
の

補
助
が
な
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
こ
れ

ま
で
同
様
全
額
を
助
成
し
て
い
く
。

　

こ
の
ほ
か
、
任
意
の
予
防
接
種
は
、

お
た
ふ
く
か
ぜ
、
水
ぼ
う
そ
う
、
六
十

五
歳
未
満
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
高
齢

者
の
肺
炎
球
菌
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
厚
生
労
働
省
で
任
意
接
種
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
化
や
公
費
助
成
の
あ
り
方
を

含
め
た
予
防
接
種
制
度
の
見
直
し
を
検

討
中
で
あ
る
の
で
、
今
後
と
も
国
の
状

況
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

太陽光発電システムを備えた住宅

シートがかけられたままの被災住宅

もおか市議会だより7
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